





































































律に目覚めていた「アン・ノン族」、すなわち「 ・ 」（平凡社・現マガジンハウス 年 ）と「 ・





























海外観光旅行が国民一般に解禁されたのは 年のことである。この年の海外旅行者の総数は 万 千































































いた。特に 年のプラザ合意後円が急騰し（ 年プラザ合意時点での ドル 円から 年のルーブル合














































































































調査は 年 月 日から 日、タイ、 年 月 日から 月 日、タイ・ラオス・中国・ベトナム、
年 月 日から 月 日、ベトナム・中国で行なったものである。






尚、職業の分類の統合を行ったデータがある。その場合、学生 大学生 専門学校生、正規雇用者 会
社員 公務員 団体職員 教員 自営業 医師・弁護士、非正規雇用者 アルバイト・パート 契約社員、























































（固有値 寄与率 相関係数 ）
図 では、上に行くほど訪問地に興味を持たない自己志向であり、下に行くほど、訪問地志向である。
（表 ）































語があまりしゃべれなかったので、鉄道のチケットを購入する際に困りました。 」（ 歳 男性 正規会
社員 旅行期間 週間未満）といったように英語が苦手であることと、「中国で英語が使えなかったこと」
（ 歳 男性 大学生 旅行期間 週間 週間未満）いうように、英語以外の現地語が分からないこと
である。
言語の次に多いのが「ベトナムでホテルスタッフにトラベラーズチェックを盗まれた」（ 歳 男性









歳 男性 大学生 旅行期間 ヶ月 年未満）「パック旅行も楽しそうだと思いました。（ 歳 男性
大学生 旅行期間 ヶ月 ヶ月未満）、「いいと思う。時間も有効に使えるし、安心感もある。バックパッ






いので、もったいないと思います。」（ 歳 男性 正規会社員 旅行期間 週間 週間未満）「楽しく
ないと思う。行きたいところに自分の力で苦労して行くからこそ価値があるのだと思う。」（ 歳 男性
大学生 旅行期間 週間 週間未満）「パック旅行もいいと思いますが、バックパックの方が現地の人
だけでなく、旅行者同士ともふれあうことができるので、バックパックにしかない魅力もあると思いま
す。」（ 歳 男性 大学生 旅行期間 週間 週間未満）、「せっかく違う国に来て、驚きや発見がた
くさんあるのに、その機会を減らしているようで、もったいない気がします。」（ 歳 女性 アルバイト・


































ジェット・コースター体験やテーマパーク体験がそうであるように、まさに 自己変容 を伴わない 消
費 としての 非日常 体験なのである。現在のバックパッキングの重要な要素である ゲーム として





























「 ・ 」（ 年 ）は、フランスのファッション「 」と提携して創刊された雑誌でありヨーロッ



















































（ ） （ ）
アーリ、ジョン （ ）『観光のまなざしー現代社会におけるレジャーと旅行』 （加太宏邦 訳）
法政大学出版局
新井克弥 （ ） 『バックパッカーズタウン・カオサン探検』 双葉社
（ ）「メディア消費化する海外旅行」『非日常を生み出す文化装置』（嶋根克己、藤村正之
編著）．北樹出版（ ）
難波功士 （ ） 『族の系譜学ーユースサブカルチャーズの戦後史』 青弓社
本城靖久 （ ） 『グランド・ツアーー英国貴族の放蕩修学旅行』 中央公論社
消費社会のバックパッカー
